
多様性を力に、共に未来を拓く
―共創と知の循環を支える基盤としてのダイバーシティ推進

ダイバーシティ推進本部長を務めます

公立大学法人福島県立医科大学 理事長兼学長 鈴木 弘行です。

これまで本学では、女性研究者支援や働き方改革の推進、多様な人材が活躍できる環境整備など、ダイ

バーシティ推進に関する取組を着実に進めてまいりました。これらの歩みは、本学の教育・研究・診療

を支える重要な基盤として、確かな成果を上げてきたものと認識しております。

東日本大震災および原子力災害という未曾有の経験を経た福島において、本学は、多様な立場の人々が

支え合い、知恵を持ち寄ることで、新たな価値を創出してまいりました。こうした経験の中で培われた

「共に創る力」は、本学の大きな強みであり、今後の発展を支える原動力であると考えております。

現在、社会は急速に変化し、医療・教育の現場においても、より多様な視点と柔軟な発想が求められて

います。本学が掲げる「共創と知の循環で未来を拓く」という理念の実現においても、多様性の尊重は

欠かすことのできない基盤です。

ダイバーシティ推進は、単なる環境整備にとどまるものではありません。性別、年齢、国籍、専門分野、

ライフスタイルなどの違いを尊重し、それぞれの個性や能力が最大限に発揮されることで、教育・研

究・診療の質を高め、ひいては地域社会への貢献へとつながるものです。

また、本学においては、女性として初となる副理事長が誕生するなど、意思決定層における多様性の確

保を着実に進めております。

本学では、これまでの取組を踏まえ、全学的な推進体制のもと、ダイバーシティの一層の推進に取り組

んでおります。ダイバーシティ推進本部には、副本部長として事務局長および法人経営室長、推進室長

が参画するとともに、本部員として医学部長、看護学部長、保健科学部長、総合科学教育研究センター

長、病院長、学生部長、会津医療センター病院長が加わり、大学全体を横断した体制を構築しています。

また、ダイバーシティ推進室員は各部署から選任されており、組織全体で意識の共有と実践の両立を

図っております。こうした体制のもと、本学全体にダイバーシティ推進の理念を浸透させ、その実現に

向けた取組を着実に進めてまいります。

福島から世界へ、そして世界から福島へ。

多様な知と人材が交わることで生まれる新たな価値を原動力に、本学はこれからも進化し続けます。

今後とも、皆様の変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

令和８年４月

公立大学法人福島県立医科大学

理事長兼学長 鈴木 弘行
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近年は春が終わると日傘を持ち歩くことが当たり前になってきた方も多いと思います。
晴雨兼用の傘で梅雨時期も身軽にケアしましょう。
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ダイバーシティ推進本部長からのご挨拶



福島県立医科大学では、個人として尊重され、性別・立場に関わらず、多様な価値観を認め合い、持てる個性と能力

を最大限発揮できる環境を築き、かつ、仕事と生活の調和を実現することを目指しております。

福島県立医科大学 ダイバーシティ推進室

室長 前島 裕子

E-mail：gendeqsp@fmu.ac.jp/Tel：024-547-1657（内線：2807）

ダイバーシティ
推進室HPへ

育児サポート
助成事業説明会を
開催

育児サポート助成事業説明会を５月２２日（金）に開催し

ました。「福島市ファミリーサポートセンター」、「こど

も緊急サポートふくしま」、「病児病後児保育所 すくす

く」三施設のご担当者から制度や保育環境、ご利用の際の

注意点などをご説明いただきました。

当日お越しいただくことができなかった職員の皆様には、

資料をお配りすることができますのでダイバーシティ推進

室までご連絡ください。

本学ではライフイベント（出産・育児・介護・看護等）を抱えた教員の研究⽀援を⾏っております。
◆ 対象者

本学に所属する助⼿以上の常勤教員のうち、本⼈が以下のいずれかの要件を満たすもの。
①本⼈もしくは配偶者が妊娠中
②家庭において⼩学校6年⽣までの児童の養育者
③同居・別居を問わず要介護認定を受けている親族の介護者
④その他、上記に準ずる(家族の看病をしている等)状況にあること

◆ 支援を希望される方
７月中旬～８月上旬にデスクネッツ等でご案内を予定しています。

◆ ⽀援期間
令和８年１０⽉１⽇〜令和９年３⽉３１⽇

「研究支援員の配置に係る要望調査」のご案内

本学のダイバーシティ推進における新組織図


